
市長への手紙
－市民の意見箱－

 2025年９月分

件名 ご意見・ご提案 回答 担当課

道路沿いの草につい

て

郊外の道路沿いの草が伸び放題に見えます。

業者の方々が作業されているとは思いますが、草の伸びるスピードが速すぎるようなの

で、業者だけではなく、アルバイトなどを雇うのも良いのではないでしょうか。また、

防草シートを敷いてみるのも良いかもしれません。中央分離帯などにも効果が大きいと

思いますし、里と山の境界線をつくるためにも有効活用できるのではないでしょう

か。そうすれば、クマやシカなどの野生生物が街中に出没する頻度を減らせるのではな

いかと思います。

現在、市道の除草につきましては、限られた予算の中で、業者委託や直営作業により対

応しており、作業の効率化と安全確保に努めております。

御意見にありましたアルバイトの雇用につきましては、人員体制や予算の都合上、現時

点では新たな雇用体制の導入は考えておりません。また、防草シートの設置について

は、設置後の維持管理や初期費用の負担が大きく、維持管理事業での採用は難しい状

況であります。

野生動物の出没対策に関する御意見につきましては、動物の出没には複合的な要因が関

係しており、草刈りや防草シートのみでの対応には限界があることを御理解いただきま

すようお願いします。

今後とも、地域の皆様の御意見を大切にしながら、より良い道路環境づくりに努めて

まいりますので、御理解と御協力をお願いいたします。

建設部

道路管理課

中央公園の駐車場に

ついて

施設や公園を利用しない人が中央公園の駐車場を利用しており、夜になっても駐車場内

に車両が残っていることがあります。公園内の施設が閉館したら駐車場も閉鎖すべきだ

と思います。

中央公園の駐車場につきましては、御指摘のとおり公園や公園内の施設を利用する方以

外の駐車が多いことから注意喚起を行っておりますが、公園利用者以外の駐車が絶え

ず、排除に苦慮している状況です。また、当該駐車場は、遺跡の学び館や先人記念館に

限らず、中央公園の駐車場でもあるため常時解放しているものです。

今後も、これまでの対応を粘り強く継続するとともに、管理方法の検討を進め、駐車場

利用の適正化を図っていくことについて検討してまいります。

都市整備部

公園みどり課

盛岡市の子どもたち

の学習環境整備につ

いて

市の公共施設や図書館は学習場所として一定の開放はされているとは思いますが、利用

希望に対して十分に応えられていないのが現状ではないでしょうか。交通の便が良く、

多くの学生が集まりやすい駅前に整備されてこそ、実際に子どもたちが利用しやすくな

ると思うので、検討してほしいです。

子どもたちの学習環境につきましては、市施設の学習スペースには限りがあり、夏休み

期間などの利用が集中する時期の受入等には課題があるものと捉えておりますが、市で

は、子どもたちを含め、広く市民の皆様の学習に御利用いただける場として、公民館や

図書館を開放しております。子どもたちの学習環境の整備につきましては、現在ある施

設を有効活用しながら取り組んでいるところですが、この度の御提案を参考に、今後検

討してまいります。

教育委員会

生涯学習課
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定額減税を補足する

給付金（不足額給

付）について

９月８日に市ホームページに掲載があり、申請しようとしたところ、申請書の様式は準

備でき次第掲載するとのことで、掲載されていませんでした。早急に準備してくださ

い。

この度は、定額減税補足給付金不足額給付の申請書様式について、市公式ホームページ

への掲載が遅くなり、御不便をお掛けし大変申し訳ございませんでした。

当該申請書様式については、９月10日に市公式ホームページに掲載しましたので、御

確認いただき、申請手続を進めていただきますようお願いいたします。また、御希望が

あれば、申請書様式を郵送いたしますので、盛岡市定額減税補足給付金不足額給付

コールセンター（0120-671-714（フリーダイヤル））まで御連絡ください。

保健福祉部

地域福祉課

改正民法施行に向け

た周知・広報につい

て

改正民法（共同親権）にかかる周知・広報のため、ホームページに、改正内容を掲載し

てください。

改正民法施行に向けた広報については、令和７年９月16日付けで盛岡市ホームページ

上で次のとおり掲載いたしましたので御確認ください。

掲載ページ

https://www.city.morioka.iwate.jp/kosodate/boshikatei_shien/1053174.html

子ども未来部

こども家庭センター

盛岡藩家老席日記

『覚書』の刊行作業

について

報道で「盛岡藩家老席日記『覚書』」の刊行作業を休止することを知りました。古文書

の歴史文化資料は、翻刻されて現代人が容易に理解できるようになってこそ文化財とし

ての価値があると思うので、刊行作業は継続すべきだと思います。

盛岡藩家老席日記『覚書』につきましては、岩手県指定有形文化財として歴史的価値が

非常に高く、盛岡藩の歴史を理解する上で学術的に貴重な資料であり、地域史のみなら

ず、日本史研究に資するところが大きいものと認識しております。

令和４年度から実施しております『覚書』の刊行事業につきましては、現在の市の厳し

い財政状況を踏まえ、市全体の事業の優先性等の見直しの中で、やむなく一旦休止し

たものであります。

今後は、岩手史学会や県文化財愛護協会などからの要望に加え、市の歴史文化事業推

進の取組として刊行を継続してきた経緯を踏まえ、刊行事業の再開に向けて引き続き検

討してまいります。

教育委員会

歴史文化課

盛岡秋まつりについ

て

９月14日に盛岡秋まつりを見学しましたが、神輿と山車のルートが分かりづらく、パ

ンフレットやｗebでの明示があると親切だと思います。他市の祭りのように、山車の

位置情報をｗebで確認できる仕組みも検討いただきたいです。

山車の運行ルートについて、今後、ホームページでの公開について検討してまいりま

す。

交流推進部

観光課
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防災無線で流れる音

楽について

玉山地域で朝７時に防災無線から流れる音楽を明るい曲調のものに変えてほしいです。 玉山地域内の防災行政無線は、玉山全域における防災・防犯等を目的に、盛岡市との

合併以前に設置した設備です。防災行政無線の定時放送（時報を含む。）は、火災や

災害時に住民の皆さんへ迅速かつ確実に情報を提供するため、機器の動作確認を兼ねて

実施しております。

現在、朝７時、正午及び夕方５時に時報を兼ねて音楽を流しており、朝７時の音楽は平

成21年６月から「春まだ浅く」（作詞：石川啄木　作曲：古賀政男）となっておりま

す。

放送時間や内容は、各自治会や玉山区地域協議会などと協議し決定した経緯があり、見

直し等については、お住まいの地域の自治会の総会等にて御相談いただき、自治会の

総意として市に提言いただいた場合に検討することとしておりますので、御理解いただ

きますようお願いいたします。

今後とも適正な防災無線の運用に努めてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。

玉山総合事務所

総務課

市の施設のＬＥＤ化

について

令和９年末までに蛍光ランプの製造・輸入が終了することから、市の施設のＬＥＤ化を

進めて、一般家庭のＬＥＤ化を進めるきっかけになってほしいです。

照明器具のＬＥＤ化につきましては、市としてもかねてより普及啓発に努めてきたとこ

ろですが、令和５年11月の「水銀に関する水俣条約　第５回締約国会議」において、

全ての一般照明用蛍光ランプの製造・輸出入を令和９年末までに廃止することが決定さ

れています。国内にある蛍光ランプ製品在庫については、売買、使用ともに令和10年

以降も可能とされていますが、省エネルギー対策という面からも、ＬＥＤへの円滑な移

行が望まれるものと考えています。

市有施設におけるＬＥＤ化はこれまでも大規模改修等に併せて実施しておりますが、未

実施の施設については、令和８年度以降段階的に進める予定であり、各施設を利用さ

れる市民の皆様に影響が生じないよう、十分に配慮してまいります。

環境部

環境企画課
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プラザおでっての温

水洗浄便座への交換

について

プラザおでっての館内トイレの便器の老朽化が目立っていると思うので、温水洗浄便座

に交換してほしいです。

プラザおでって館内トイレの温水洗浄便座化につきましては、いただきました御意見を

参考に引き続き検討してまいります。

交流推進部

観光課

給食費無償化につい

て

市長が公約として仰っていた給食費無償化はどうなったのでしょうか。努力している、

協議しているとは言っているようですが、何一つ変わっていない、先が見通せない状況

だと思います。

例えば無償化は無理だとしても、収入や家庭状況による減免、無償化等考えても良いの

ではないでしょうか。

学校給食費の無償化については、将来の給食費無償化につなげようと、令和７年度は、

給食の安定的な提供の確保と保護者負担の軽減を図るため、各小中学校等に対し、国

の交付金を活用して給食食材費の補助を行いました。昨今の物価高騰が続く中、まずは

各家庭の給食費値上げの回避に努めたところです。

今後は、現在、国において小学校の給食無償化に向けた動きがあることから、動向を

注視しながら、市としての給食費無償化に向けた取組について検討してまいります。

また、家庭の経済状況を踏まえた支援については、学用品費や給食費を公費により支

援する就学援助等を実施しており、制度の活用について今後も周知してまいります。

教育委員会

学務教職員課

子育て支援について 子育て関係で、盛岡市に住んで感じることがいくつかあります。

一つ目は、助成はあるものの、子どもの医療費が他の市町村よりも多くかかることで

す。保育園の子どもの医療費は窓口負担がないのですが、小中学生の負担が大きいで

す。高校生まで無料の市町村もあるようなので、それに近づけるよう検討してもらえな

いでしょうか。

そして、二つ目は、小中学校の給食費への補助についてです。今年度は、市からの補助

があり給食費は少し安くなっていますが、県内でも給食費が無料の市町村があるよう

なので、給食費の無料又はもう少し補助を多めにするなど検討をお願いしたいです。

盛岡市の子どもに対する医療費助成制度では、未就学児及び住民税非課税世帯の小学生

から高校生等までは無償化となっておりますが、住民税課税世帯の小学生から高校生

等までは、医療機関の窓口でレセプトごとに自己負担額（入院2,500円まで、外来750

円まで）をお支払いいただき、一部負担金（総医療費の３割）のうち、自己負担額を

超える部分を市が助成しております。

子どもの医療費の完全無償化につきましては、継続的に多額の財源が必要となりますこ

とから、これまでも岩手県に対し岩手県市長会を通じて補助事業を拡充するよう要望す

るとともに、国に対しては全国市長会などを通じて全国一律のこども医療費助成制度を

創設するよう要望しており、今後も継続してまいります。

小中学校の給食費につきましては、令和７年度は、給食の安定的な提供の確保と保護者

負担の軽減を図るため、各小中学校等に対し、国の交付金を活用して給食食材費の補助

を行いました。昨今の物価高騰が続く中、まずは各家庭の給食費値上げの回避に努めた

ところです。

学校給食費の無償化については、現在、国において小学校の給食無償化に向けた動き

があることから、その動向及び今後の物価高騰の動きを注視しながら、本市としての取

組について引き続き検討してまいります。

市民部

医療助成年金課

教育委員会

学務教職員課
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北上川周辺の整備に

ついて

北上川周辺について、次の点を改善してほしいです。市民の憩いの場としての魅力が向

上したり、旅行者の呼び込み、消費拡大及び税収増につながると思います。

・定期的な草刈りや清掃による美化活動の強化

・川沿いにカフェなど飲食店の整備及び営業時間の変更

・岩手山のトレッキングなど、北上川の散策と合わせたレバレッジ効果

「定期的な草刈りや清掃による美化活動の強化」につきましては、北上川河川敷の草刈

等の維持管理は原則として河川管理者である国の所管となりますが、当市の緑地の一部

として使用している箇所もありますことから、関係機関等と連携し良好な環境形成に努

めてまいります。

「川沿いにカフェなど飲食店の整備及び営業時間の変更」につきましては、個別の飲食

店における営業時間等は各経営主体に委ねられるものと存じますが、当市の緑地の一

部に公民連携事業による飲食店等が設置されておりますので、その活用等について継続

して事業者と連携してまいります。

「岩手山のトレッキングなど、北上川の散策と合わせたレバレッジ効果」につきまして

は、国、市、民間団体で構成される盛岡地区かわまちづくり実行委員会において、盛岡

駅近隣の木伏緑地に面した北上川右岸河川敷に船着場を整備し、舟運の復活を目指し

た社会実験として、定期運航を実施しております。このように、北上川や岩手山など、

盛岡ならではの自然資源等を生かしたまちづくりに引き続き取り組んでまいります。

今後とも盛岡市の都市行政に御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

都市整備部

まちなか未来創生室

公園みどり課


